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本
市
で
は
、
毎
年
成
人
の
日
に
開
催

さ
れ
る
八
尾
市
消
防
出
初
式
が
平
成
28

年
1
月
11
日
（
祝
）、
大
阪
府
中
部
広

域
防
災
拠
点
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
本
年

は
、
消
防
職
団
員
467
名
、
車
両
37
台
が

集
結
し
、
多
数
の
来
賓
、
市
民
等
が
見

守
る
中
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
市
消
防
航
空
隊
の
祝
賀
飛
行
か

ら
始
ま
り
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
者
に
対

す
る
黙
と
う
の
後
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

八
尾
自
衛
消
防
研
究
会
、
自
主
防
災
組

織
を
含
む
徒
歩
部
隊
、
車
両
部
隊
の
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
市
長
、
市
議
会
議
長
の
祝
辞

と
続
き
、
消
防
長
答
辞
の
後
、
消
防
救

助
隊
に
よ
る
訓
練
披
露
を
実
施
。

ま
た
、
消
防
団
員
表
彰
の
の
ち
、
昨

年
大
阪
府
消
防
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
北
東
方
面
隊
に
よ
る
ポ
ン
プ
車

操
法
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
消
防
職
団

員
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
八
尾
自
衛
消

防
研
究
会
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
一

斉
放
水
で
大
空
に
見
事
な
ア
ー
チ
を
描

き
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
閉
幕
し
ま
し
た
。

消
防
行
政
の
集
大
成
と
も
言
え
る
出

初
式
に
お
い
て
、
市
民
の
方
々
に
は
日

頃
の
消
防
活
動
を
理
解
し
て
頂
け
る
素

晴
ら
し
い
式
典
に
な
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。

　

◆　
（
曙
川
分
団　

金
武　

正
亮
）

消
防
出
初
式平成２８年１月１１日

大阪府中部広域防災拠点

（題字は 田中八尾市長）
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団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
各
種
災
害
、
地
域
活

動
に
精
魂
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
深
く

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
内
助
の
功
を

尽
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
御
家
族
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
甚
大
な
る
被
害
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
や

火
山
の
噴
火
等
、
大
規
模
な
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生

も
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
防
災

の
要
と
な
る
全
国
の
消
防
団
で
は
、
団

員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
高
齢
化
等
に

よ
り
、
年
々
、
消
防
団
員
が
減
少
し
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
防
災
を
担
う
我
々
消
防
団
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
皆
様
方
の
お

力
添
え
が
な
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
地
域

防
災
力
の
向
上
は
図
れ
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

平
成
28
年
３
月
19
日
（
土
）
平
成
27

年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

本
市
か
ら
も
消
防
庁
長
官
表
彰
を
は
じ

め
と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

○
竿
頭
綬	

八
尾
市
消
防
本
部
・
消
防
団

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

○
消
防
勤
続
功
労
章

団 

本 

部	

副 

団 

長	

岸 　

孝

○
消
防
功
労
章

久
宝
寺
分
団 	

分 

団 

長	

岡
井 

淳
治

曙
川
分
団	

分 

団 

長	

桐
山 

和
浩

南
高
安
分
団	

分 

団 

長	

畑
中 

喜
幸

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
精
績
章

団 

本 

部	

副 

団 

長	

村
島 

友
忠

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
永
年
勤
続
章

団 

本 

部	

副 

団 

長	

松
村 

康
正

山
本
分
団	

分 

団 

長	

川
上 

剛
弘

曙
川
分
団	

班    

長	

藤
井 

善
文

○
勤
続
章

龍
華
分
団	

分 

団 

長	

岡
田 

真
一

南
高
安
分
団	

副
分
団
長	

川
﨑 

義
正

山
本
分
団	
副
分
団
長	

岩
崎 

孝
次

志
紀
分
団	
副
分
団
長	

西
村 

輝
彦

○
勤
功
章

曙
川
分
団	

副
分
団
長	
濱
口 

好
之

大
正
分
団	

副
分
団
長	

松
本　

 

徹

南
高
安
分
団	

副
分
団
長	

川
﨑 

光
昭

高
安
分
団	

副
分
団
長	

野
口 

裕
光

久
宝
寺
分
団	

部　
　

長	

福
田 

正
三

山
本
分
団	

部　
　

長	

向
井 

大
二

志
紀
分
団	

部　
　

長	

笹
井 

伸
彦

○
精
勤
章

八
尾
分
団	

分 

団 

長	

鈴
木 

卓
也

高
安
分
団	

分 

団 

長	

山
中   

篤

高
安
分
団	

副
分
団
長	

米
田 

政
樹

八
尾
分
団	

部　
　

長	

東
野 

泰
治

曙
川
分
団	

部　
　

長	

小
瀧 

有
洋

大
正
分
団	

部　
　

長	

竹
田 

隆
誠

南
高
安
分
団	

部　
　

長	

西
山 

勝
博

高
安
分
団	

部　
　

長	

本
間 

憲
卓

曙
川
分
団	

班　
　

長	

髙
田 

光
陽

曙
川
分
団	

班　
　

長	

織
田 

和
彦

山
本
分
団	

班　
　

長	

稲
田 

敏
行

志
紀
分
団	

班　
　

長	

西
村 

俊
彦

【
平
成
27
年
度
大
阪
府
水
防
表
彰
】

　
　
　
　
　

副
団
長　

小
西　

繁
夫

長
年
に
わ
た
り
水
防
に
尽
力
し
た
功

績
か
ら
小
西
副
団
長
が
「
大
阪
府
水
防

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
、
大
阪
府
庁
で
授

与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史

あ
る
組
織
で
あ
り
、
防
災
面
で
の
十
分

な
訓
練
と
経
験
を
積
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
り
、
自
主
防
災
組
織
や
住
民
に

対
す
る
訓
練
指
導
、
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
等
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
々
が
「
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
」
を
め
ざ
し
て
、
す
べ
て

の
団
員
が
一
丸
と
な
り
、
大
規
模
災
害

時
を
は
じ
め
平
常
時
の
防
災
活
動
と
と

も
に
、
火
災
や
事
故
、
自
然
災
害
の
発

生
時
に
は
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
大
き
な
役
割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
密
着
性
・
要

員
動
員
力
・
即
時
対
応
力
と
い
う
消
防

団
の
特
性
を
い
か
に
発
揮
す
べ
き
か
、

団
員
の
皆
様
方
に
は
ご
苦
労
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
作
り

の
た
め
、
今
後
も
積
極
的
な
消
防
団
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
並
び

に
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
中
核
と
な
る
消
防
団

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

団長　向井　正雄

さいれっち
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平
成
28
年
度
よ
り
、
新
基
準
現
場
外

套
が
採
用
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ
「
Ｈ

Ａ
Ｅ
Ｔ
」
で
も
着
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

旧
外
套
は
、
シ
ル
バ
ー
一
色
で
少
し

動
き
づ
ら
い
硬
い
生
地
で
し
た
が
、
新

基
準
現
場
外
套
は
、
紺
と
黄
色
の
二
色

で
生
地
が
柔
ら
か
く
、
と
て
も
動
き
や

す
そ
う
で
す
。

反
射
帯
も
備
え
付
け
ら
れ
夜
間
で
も

安
全
に
活
動
が
で
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
追

加
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
場
活
動
で
必

要
な
無
線
機
等
も
携
帯
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

新
基
準
現
場
外
套
が
全
団
員
に
行
き

渡
る
に
は
時
間
が
掛
か
る
そ
う
で
す
が
、

早
く
着
用
し
現
場
で
の
素
早
い
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

◆
（
八
尾
分
団　

東
野　

泰
治
）

平
成
28
年
２
月
17
日
（
水
）
か
ら
３

日
間
、
第
15
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央

特
別
研
修
に
参
加
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
女
性
消
防
団
員
と
一
緒
に
、
講
話
や

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
（
そ
な
エ
リ

ア
東
京
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
（
前

米
海
軍
日
本
管
区
司
令
部
横
須
賀
消
防

隊
予
防
課
長
）
長
谷
川
祐
子
氏
に
よ
る

話
で
す
。

そ
れ
は
、
日
本
と
米
国
の
子
供
へ
の

火
災
教
育
の
違
い
で
、
米
国
で
は
子
供

時
代
か
ら
危
機
管
理
教
育
を
学
習
し
て

い
る
と
い
う
話
で
し
た
。

最
終
日
に
は
、
グ
ル
ー
プ
で
討
議
を

し
て
「
女
性
消
防
団
員
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
」
発
表
も
し
ま
し
た
。

今
回
、
貴
重
な
研
修
に
参
加
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
全
国
の
女
性
消
防
団

員
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
な
経

験
と
な
り
、
こ
れ
ら
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
団
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
団
本
部　

中
谷　

美
和
子
）

平
成
27
年
10
月
29
日
（
木
）、
佐
賀
県

佐
賀
市
の
文
化
会
館
に
お
い
て
、
全
国

の
女
性
消
防
団
員
が
集
う
、
第
21
回
全

国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
佐
賀
大
会
が

開
催
さ
れ
、
八
尾
市
消
防
団
か
ら
中
谷

団
員
と
二
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

女
性
団
員
33
名
が
、
佐
賀
名
物
の
バ
ル
ー

ン
に
迎
え
ら
れ
会
場
入
り
し
、
９
時
30

分
か
ら
は
、
佐
賀
広
域
消
防
音
楽
隊
に

よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
り

開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

始
め
に
消
防
庁
長
官
、
日
本
消
防
協

会
会
長
、
大
会
実
行
委
員
会
、
佐
賀
県

知
事
、
市
長
等
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
は
「
地
域
防
災
力
強
化
と
女
性

消
防
団
員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
火
災
予

防
啓
発
劇
等
を
視
聴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
市
、
土
浦
市
、
多
久
市

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
各
市
女
性
消
防
団

の
活
動
事
例
が
発
表
さ
れ
、
女
性
消
防

団
員
一
色
の
大
会
で
し
た
。

最
後
は
、
柔
道
家
古
賀
稔
彦
氏
に
よ

る
「
夢
の
実
現
～
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
～
」
と
い
う
記
念
講
演
で
、
大
会

が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
で
得
た
知
識
と
全
国
の
女
性

消
防
団
員
と
の
繋
が
り
を
八
尾
市
消
防

団
に
持
ち
帰
り
、
自
分
自
身
、
今
後
の

団
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
（
団
本
部　

寒
川　

純
子
）

新
基
準
現
場
外
套
の
紹
介

　
第
15
回
消
防

　
　
　
幹
部
候
補
中
央
研
修

第
21
回
全
国
女
性
消
防
団
員

　
　
活
性
化
佐
賀
大
会
に
参
加
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平
成
27
年
８
月
26
日
（
水
）、
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
関
係

機
関
が
協
力
し
て
実
施
し
た
航
空
機
事

故
対
応
訓
練
に
志
紀
分
団
及
び
大
正
分

団
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
都
で
発
生
し
た
軽
飛

行
機
の
墜
落
事
故
を
受
け
て
、
空
港
を

管
轄
す
る
八
尾
消
防
が
、
有
事
の
際
に

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訓
練

で
し
た
。

訓
練
は
、
八
尾
空
港
を
離
陸
し
飛
行

し
て
い
た
軽
飛
行
機
が
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
工
場
密
集
地
に
墜
落
、
119

番
通
報
に
よ
り
、
八
尾
消
防
の
消
火
隊

及
び
救
助
隊
に
よ
る
消
火
救
助
活
動
の

他
、
救
急
隊
に
よ
る
傷
病
者
の
搬
送
活

動
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
訓
練
を
行

い
、
実
災
害
の
対
応
に
即
し
た
一
連
の

災
害
対
応
訓
練
で
し
た
。

終
盤
に
は
、
事
故
機
が
炎
上
し
機
体

燃
料
等
が
燃
焼
し
た
と
の
想
定
で
、
八

尾
消
防
に
加
え
大
阪
市
消
防
局
の
消
火

隊
、
そ
し
て
志
紀
分
団
及
び
大
正
分
団

も
参
加
し
て
の
泡
消
火
訓
練
を
実
施
。

今
回
、
初
め
て
泡
消
火
訓
練
を
経
験

し
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ス
の
取
り
廻
し
が

軽
く
、
扱
い
易
い
と
感
じ
ま
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
、
と
て
も
実
り
あ

る
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

◆
（
志
紀
分
団   

中
辻　

勝
俊
）

ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
時
半
ご
ろ
ま
で
地
域
内

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
後
片
付
け
後
、
今
年

最
後
の
歳
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を

終
了
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
積
極
的
に
自
覚
を
持

ち
パ
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
て
い
た
こ
と
に

感
激
し
ま
し
た
。

◆
（
西
郡
分
団   

澤
田　

広
二
）

毎
年
龍
華
分
団
で
は
、
年
末
に
実
施

し
て
い
る
歳
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

を
29
日
と
30
日
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
末
に
龍
華
地
区
以
外
で

不
審
火
が
続
い
た
た
め
、
28
日
か
ら
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
で
は
、
12
月
に
入
っ
て
福
祉
、

町
会
、
子
供
会
、
ま
た
、
育
成
な
ど
の

西
郡
分
団
で
は
、
年
末
に
行
う
歳
末

特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
八
尾
市
内
全

分
団
で
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
12
月
26
日
（
土
）
20
時
頃
、

楠
根
町
で
不
審
火
が
発
生
し
た
た
め
、

27
日
か
ら
30
日
ま
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

不
審
火
が
続
い
た
と
の
こ
と
で
、
各

自
仕
事
を
終
え
団
員
が
３
人
揃
え
ば
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
場
し
、
遅
く
な
る
団
員

は
、
遅
い
時
間
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

29
日
は
、
西
郡
分
団
の
名
物
と
も
言

わ
れ
て
い
る
「
お
で
ん
」
の
炊
き
出
し

を
用
意
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
、
関
係

各
所
に
食
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
を
は
じ
め
、
市
役
所
、

警
察
、
大
阪
府
議
団
、
地
元
市
会
議
員

な
ど
各
種
団
体
代
表
が
激
励
に
来
ら
れ

ま
し
た
。

西
郡
分
団
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
直
前
に

な
り
車
載
レ
コ
ー
ダ
ー
が
故
障
し
、
急

遽
、
手
持
ち
マ
イ
ク
で
の
広
報
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

緊
張
し
て
、
口
は
震
え
言
葉
を
咬
ん

だ
り
、
声
の
ト
ー
ン
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
り
と
散
々
で
し
た
。

30
日
は
同
様
に
繰
り
返
し
、
22
時
頃

か
ら
「
火
の
用
心
」
と
地
域
内
を
歩
き

航
空
機
事
故
対
応
訓
練

歳
末
特
別
警
戒
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各
種
団
体
等
が
毎
日
交
代
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
頂
き
、
誠
に
有
り
難
く

思
い
ま
す
。

消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、
各
地
域
団

体
と
協
力
し
て
、
よ
り
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
に
役
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◆
（
龍
華
分
団　
　

廣
岡　

勝
）

平
成
27
年
7
月
９
日
（
木
）、
大
正

北
小
学
校
、
10
月
20
日
（
火
）、
大
正
小

学
校
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
四
年
生
を
対

象
に
消
防
職
員
と
大
正
分
団
で
聞
き
取

り
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

大
正
北
小
学
校
で
は
西
山
班
長
が
、

大
正
小
学
校
で
は
梅
田
班
長
が
消
防
職

員
と
消
防
団
と
の
違
い
に
つ
い
て
話
を

し
、
そ
の
後
、
消
防
職
員
か
ら
防
災
に

つ
い
て
の
話
と
続
き
、
次
に
、
消
防
車

の
説
明
、
資
機
材
の
説
明
、
初
期
消
火

の
重
要
性
や
危
険
性
等
の
説
明
、
水
消

火
器
を
使
用
し
た
消
火
体
験
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

6
限
目
は
、
梯
子
車
に
各
ク
ラ
ス

2
名
ず
つ
と
先
生
に
も
乗
車
し
て
も
ら

い
、
最
後
に
大
正
分
団
で
ポ
ン
プ
操
法

を
行
っ
た
後
、
最
後
に
生
徒
全
員
が
放

水
体
験
を
し
、
み
ん
な
興
奮
し
て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

後
日
、
子
供
た
ち
か
ら
「
い
ろ
ん
な

体
験
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
、
勉
強
に

な
り
、
ま
た
や
っ
て
欲
し
い
。」
等
の
感

想
文
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
習
を
通
じ
て
消
防
・

防
災
の
こ
と
を
学
び
、
い
つ
ど
こ
で
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
私
達
も
子

供
た
ち
も
備
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

◆
（
大
正
分
団　
　

杉
本　

伸
之
）

平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）、
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
消
防
団
・

消
防
署
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
曙
川
分
団
か
ら
５
名
の
団
員
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

想
定
は
、
一
般
建
物
火
災
で
出
場
し
、

延
焼
阻
止
を
し
た
後
、
続
発
火
災
が
発

生
し
た
た
め
、
直
ち
に
撤
収
し
続
発
火

災
に
出
場
す
る
と
の
内
容
で
し
た
。

実
際
に
活
動
し
て
み
る
と
、
無
線
機

が
繋
が
ら
な
い
、
引
き
揚
げ
時
に
ホ
ー

ス
を
反
対
向
き
に
巻
い
た
り
と
、
勉
強

す
る
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
現
場
で
同
じ
よ
う
な
ミ
ス
が

発
生
す
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
、
今
後
の
活

動
時
に
は
、
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
、

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
反

復
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

◆
（
曙
川
分
団　
　

堤　

明
義
）

平
成
28
年
２
月
11
日
（
木
）、
天
王
寺

区
に
あ
る
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に

お
い
て
、
５
年
以
上
10
年
未
満
の
団
員

を
対
象
と
し
た
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
、
平
成
27
年
度
大
阪
府
若
手
消
防
団

員
研
修
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

大
阪
府
下
か
ら
55
名
が
参
加
し
、
前

米
海
軍
日
本
管
区
司
令
部
横
須
賀
消
防

隊
予
防
課
長
の
長
谷
川
祐
子
氏
に
よ
る

「
ア
メ
リ
カ
式
災
害
対
応
力
を
学
び
身
に

付
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
、
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
地
域
に
お

け
る
消
防
団
の
立
場
や
活
動
内
容
、
活

性
化
策
、
改
善
点
等
を
活
発
に
議
論
し
、

各
市
に
お
け
る
問
題
意
識
を
共
有
す
る

事
が
出
来
た
討
論
会
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
他
市
の
団
員
と
交
流
し
ま
し

た
が
、
普
段
知
る
事
が
無
い
知
識
や
他

市
の
団
に
関
す
る
話
し
等
新
鮮
に
感
じ

る
事
も
多
く
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

◆
（
曙
川
分
団　

金
武　

正
亮
）

聞
き
取
り
学
習
　
大
正
小
学
校

団
・
署
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練

若
手
消
防
団
員
研
修
会
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『
初
級
指
導
課
程
』

平
成
27
年
11
月
1
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
て
、
幹
部
科
初
級
指

導
課
程
を
受
講
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
阪
府
全
域
の
班
長
以
上
の

団
員
百
数
十
名
が
参
加
し
教
育
訓
練
が

始
ま
り
ま
し
た
。

１
限
目
は
、
講
堂
に
て
安
全
管
理
の

講
義
で
、
火
災
現
場
で
の
バ
ッ
ク
ド
ラ

フ
ト
等
の
火
の
恐
ろ
し
さ
や
建
物
倒
壊

な
ど
の
危
険
点
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
を
通

じ
て
現
場
で
の
連
帯
行
動
に
お
け
る
重

要
性
を
受
講
し
ま
し
た
。

2
限
目
は
、
訓
練
礼
式
の
規
律
訓
練

で
、
一
人
で
も
違
っ
た
行
動
を
す
る
と

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
、
一
人

一
人
が
声
を
出
し
規
律
よ
く
団
体
で
行

動
す
る
た
め
の
規
律
訓
練
な
の
だ
と
改

め
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
火
災
現
場
に
お
け
る

放
水
訓
練
で
、
色
々
な
パ
タ
ー
ン
を
想

定
し
、
い
か
に
有
効
な
放
水
が
出
来
る

か
二
人
一
組
と
な
り
、
火
元
に
近
づ
け

る
場
合
は
噴
霧
で
周
囲
の
温
度
を
下
げ

て
消
火
活
動
を
進
め
て
い
く
行
動
や
、

ど
れ
だ
け
少
な
い
放
水
で
鎮
火
さ
せ
る

か
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
規
律
訓
練
の
重

要
性
、
自
己
判
断
で
行
動
す
る
事
は
絶

午
後
か
ら
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
大
地
震
を
想
定
し
紙
面
上
で
予
想

さ
れ
る
災
害
及
び
二
次
災
害
等
を
検
討

す
る
図
上
訓
練
（
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
受
講
し
、
分
団
の
長
と
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
団
員
の
安
全
管
理
を

含
め
た
分
団
指
揮
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
今
後
に
活

か
し
、
分
団
長
と
し
て
団
員
の
模
範
に

な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

◆
（
高
安
分
団　

山
中　
　

篤
）

『
現
場
指
揮
課
程
』

平
成
27
年
10
月
25
日
（
日
）、
11
月
８

日
（
日
）
の
両
日
に
受
講
し
た
幹
部
科

現
場
指
揮
課
程
は
、
今
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
た
訓
練
の
た
め
、
訓
練
内
容
が
全

く
分
か
ら
ず
不
安
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ

対
に
避
け
て
分
団
長
指
揮
の
基
、
行
動

す
る
事
を
心
掛
け
こ
れ
か
ら
の
万
が
一

の
火
災
や
災
害
に
備
え
て
日
々
訓
練
し

自
分
の
住
む
町
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

使
命
感
を
実
感
し
ま
し
た
。

◆ 

（
志
紀
分
団   

山
科　

雅
一
）

『
分
団
指
揮
課
程
』

平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）、
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
志
紀
分
団
の

森
脇
分
団
長
と
二
人
で
幹
部
科
分
団
指

揮
課
程
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
府
下
か
ら
76
名
の
消
防
団
幹
部

が
参
加
し
、
午
前
中
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
消

防
団
員
の
活
動
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
特

に
危
険
な
状
況
下
で
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
受
講
し
ま
し
た
。

た
状
態
で
の
参
加
で
し
た
。

初
日
は
、
現
場
指
揮
・
安
全
管
理
、

救
急
救
命
訓
練
、
火
災
防
御
、
２
日
目

が
災
害
情
報
・
伝
達
訓
練
、水
災
活
動
（
水

防
工
法
）
等
で
し
た
。

消
防
団
で
の
経
験
を
積
ん
だ
上
で
の

参
加
と
な
っ
た
た
め
、
様
々
な
角
度
か

ら
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。放

水
活
動
、
土
の
う
作
り
や
水
防
工

法
の
実
地
訓
練
は
、
入
団
以
来
16
年
の

間
に
漠
然
と
身
に
付
い
た
こ
と
を
見
直

す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
自
分

自
身
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
分
団
幹
部

と
し
て
経
験
の
浅
い
団
員
に
迅
速
か
つ

適
格
な
指
示
を
出
す
立
場
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
有
意
義
な
２
日
間
で
し
た
。

近
い
将
来
、
必
ず
起
き
る
と
言
わ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
実
際
ど
の

程
度
の
災
害
な
の
か
、
ど
ん
な
事
態
に

陥
る
の
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
南
海

ト
ラ
フ
に
限
ら
ず
、
こ
の
先
の
災
害
発

生
時
に
は
一
人
の
消
防
団
員
と
し
て
、

そ
し
て
団
の
幹
部
と
し
て
適
材
適
所
の

指
示
、
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

消
防
団
活
動
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
（
南
高
安
分
団　

川
﨑　

義
正
）

消
防
団
員
教
育
訓
練「
幹
部
科
」
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『
機
関
科
ポ
ン
プ
車
課
程
』

平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）、
機
関
科

ポ
ン
プ
車
課
程
が
大
阪
府
立
消
防
学
校

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
技
術
団
員
と
し
て
の

必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
べ
く
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
教
室
で
ポ
ン
プ
車
の
種

類
や
構
造
、
使
用
時
の
注
意
点
な
ど
専

門
知
識
を
学
習
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
消
防
ポ
ン
プ
車
３
台
を

使
用
し
、
機
関
操
作
と
そ
の
一
連
の
動

作
を
実
際
の
現
場
を
想
定
し
て
実
技
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
と
技
術
を

団
の
訓
練
で
活
か
し
、
他
の
団
員
に
伝

【
団
本
部
】

３
月　

春
季
火
災
予
防
運
動
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加

【
久
宝
寺
分
団
】

12
月　

長
野
め
ざ
し
て
自
主
練
開
始
！

【
西
郡
分
団
】

３
月　

各
種
団
体
合
同
で
の
防
災
訓

練
を
実
施

【
八
尾
分
団
】

１
月　

懇
親
新
年
会
を
実
施

【
龍
華
分
団
】

２
月　

新
年
度
を
見
据
え
た
分
団
会

議
を
実
施

【
大
正
分
団
】

２
月　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の

個
別
訪
問
を
実
施

【
曙
川
分
団
】

11
月　

恩
智
総
池
で
南
高
安
分
団
と

合
同
放
水
訓
練
を
実
施

【
南
高
安
分
団
】

１
月　

と
ん
ど
祭
り
警
戒
を
実
施

【
高
安
分
団
】

９
月　

消
防
本
部
、
自
衛
隊
と
合
同

で
土
砂
災
害
訓
練
を
実
施

【
山
本
分
団
】

２
月　

可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

を
更
新
（
上
之
島
）

【
志
紀
分
団
】

12
月　

田
井
中
新
屯
所
着
工
開
始

え
る
こ
と
で
誰
も
が
安
全
で
的
確
な
機

関
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
大
正
分
団　

森
口　

正
明
）

平
成
27
年
11
月
10
日
（
火
）、
秋
季
火

災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
と
し
て
久
宝

寺
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛

の
郷
」
で
消
防
総
合
訓
練
が
行
わ
れ
、

久
宝
寺
分
団
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
愛
の
郷
職
員
に
よ

る
自
衛
消
防
訓
練
の
後
、
消
防
車
両
11

台
と
署
員
・
団
員
67
名
に
よ
る
本
番
さ

な
が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
15
ｍ
級
の
は
し
ご
車
を
使
っ

て
の
救
出
訓
練
は
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

久
宝
寺
分
団
は
、
三
連
梯
子
を
使
っ

た
救
出
訓
練
と
エ
ア
ー
式
救
助
マ
ッ
ト

を
使
い
、
実
際
に
職
員
が
飛
び
降
り
て

の
脱
出
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

ど
れ
も
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
緊
張

も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
難
に
こ

な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
消
防
署
・
消
防
団
が
各
隊
に

分
か
れ
て
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓

練
を
実
施
、
我
々
も
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
防
火
、
防
災
活
動
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

笠　

光
浩
）

秋
季
消
防
総
合
訓
練

各
分
団
の
一
行
ニ
ュ
ー
ス
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◆
【
久
宝
寺
分
団　

高
田　

卓
】

数
週
間
前
か
ら
実
践
さ
な
が
ら
の
イ

メ
ー
ジ
訓
練
を
し
て
き
ま
し
た
。

訓
練
で
学
ん
だ
経
験
を
活
か
し
て
、
災

害
時
は
率
先
し
て
活
動
し
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

◆
【
西
郡
分
団　

吉
田
　
勝
己
】

毎
月
ポ
ン
プ
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
さ
す
が
に
署
員
や
団
員
の
前
で

披
露
す
る
と
な
れ
ば
緊
張
し
ま
し
た
。

途
中
で
放
水
不
能
と
な
る
ミ
ス
が
発

生
し
ま
し
た
。

も
し
、
現
場
で
今
回
の
よ
う
な
ミ
ス

が
発
生
す
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

こ
と
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
、
今
後
の

活
動
時
に
は
、
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め

て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

◆
【
八
尾
分
団　

影
中　

義
和
】

今
回
の
訓
練
で
、
各
分
団
の
動
き
や

自
分
達
の
動
き
を
再
確
認
で
き
て
、
改

善
点
や
見
直
し
点
が
解
っ
た
事
が
一
番

大
き
い
部
分
で
す
。

今
後
も
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
【
龍
華
分
団　

山
﨑　

聡
】

普
段
か
ら
月
に
一
回
、
ポ
ン
プ
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
【
曙
川
分
団　

小
瀧　

有
洋
】

本
訓
練
に
参
加
し
、
消
防
の
制
服
を

着
て
災
害
現
場
に
出
れ
ば
、
市
民
か
ら

同
じ
消
防
士
と
見
ら
れ
る
の
で
、
日
々
、

訓
練
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
【
南
高
安
分
団　

巽　

純
也
】

署
員
の
見
本
展
示
は
、
緊
迫
感
と
圧

倒
的
な
存
在
感
が
あ
り
改
め
て
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
、
市
民
の
安
心
と
安

全
を
守
る
と
は
こ
の
事
だ
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。

◆
【
高
安
分
団　

竹
内　

孝
太
郎
】

職
員
の
訓
練
を
参
考
に
、
実
際
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
本
来
の
訓
練
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
災
害
活

動
を
行
う
た
め
に
も
今
回
の
訓
練
を
反

復
し
て
実
施
す
る
事
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

◆
【
山
本
分
団　

山
根　

陽
平
】

本
訓
練
に
参
加
し
て
、
日
々
の
訓
練

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
【
志
紀
分
団　

平
池　

稔
】

本
訓
練
に
参
加
し
て
感
じ
た
事
は
、

日
頃
の
訓
練
が
あ
っ
て
こ
そ
現
場
で
活

動
で
き
る
と
い
う
事
で
、
頭
で
は
な
く
、

体
で
覚
え
る
事
を
意
識
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
細
か

い
ミ
ス
の
連
発
で
し
た
。

練
習
で
100
出
来
て
も
、
い
ざ
本
番
で

は
、
半
分
も
出
来
な
い
と
、
痛
感
し
ま

し
た
。

こ
の
反
省
を
、
こ
れ
か
ら
先
の
活
動

に
生
か
せ
ら
れ
る
様
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
【
大
正
分
団　

竹
田　

豊
茂
】

今
回
、
ポ
ン
プ
取
扱
訓
練
に
は
指
揮

者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
の
分
団
訓
練
で
は
、
基
本
的
な

操
法
を
中
心
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
よ
り
実
践
に
近
い
状
況
を

想
定
し
た
訓
練
で
し
た
。

迅
速
な
状
況
把
握
・
的
確
で
安
全
な

指
示
・
団
員
間
の
意
思
疎
通
等
様
々
な

事
を
学
び
、
今
後
の
訓
練
で
は
、
こ
の

経
験
を
活
か
し
て
安
全
で
的
確
な
消
火

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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◎ 

広
報
部
員
名
簿 

◎

団・署
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練
に
参
加
し
て

　

今
年
度
初
め
て
委
員
長
と

い
う
大
役
を
任
さ
れ
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
事
が
多
く
て

困
惑
す
る
事
も
多
々
あ
り
ま

し
た
。

　

各
分
団
の
広
報
委
員
の
方

の
多
く
の
助
け
が
あ
り
無
事

に
36
号
・
37
号
を
刊
行
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

力
不
足
な
委
員
長
で
は
あ

り
ま
し
た
が
１
年
間
支
え
て

い
た
だ
き
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
金
武　

正
亮
）

編集後記


